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○ヘパンED配合内用剤 ［内］ 
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【重要度】   【分類】肝不全用成分栄養剤 

【単位】○80g/包，○80g/ボトル 

【常用量】2包/日 

【用法】1回量として1包（80g）を水または微温湯250mLに溶かし，1日2回食事と共に経口摂取［約310kcal/300mLとなる］ 

【透析患者への投与方法】腎障害のある患者では腎機能を悪化させるおそれがあるため慎重投与（1）になっているが，透析患者には使用可能で減量の必要はないと思

われる（5） 

【保存期腎不全患者への投与方法】腎障害のある患者では腎機能を悪化させるおそれがあるため慎重投与（1）になっているが実際には肝性脳症を伴う慢性肝不全を合

併した患者使用可能で、減量の必要はないと思われる（5） 

【特徴】肝不全における血漿中及び脳内遊離アミノ酸濃度のバランスを是正するための分枝鎖アミノ酸を多く含有すると共に、糖質、脂質、ビタミン等の各種栄養素を

加えた栄養剤。肝性脳症を改善し延命にも寄与し長期投与が可能．肝性脳症を伴う慢性肝不全患者に対して適用される．栄養状態の改善のみを目的として投与は行わな

い．また，1日量のみでは必要な１日総カロリー及び蛋白量を満たすことはできないので患者の状態に合わせた適切な食事を併用して必要な総カロリー及び蛋白量を確

保する必要がある． 

【主な副作用･毒性】下痢、腹部膨満、悪心、食思不振、好酸球増加、血糖値上昇など 

【備考】フレーバー（ドリンクミックス）が選択可能． 

【更新日】20220609 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


